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平和通買物公園（旭川市）

開 設 年 1972（昭和47）年 6 月1 日

公益社団法人日本造園学会北海道支部
Hokkaido Branch,Japanese Institure of Landscape Architecture

　旭川の中心商店街であった平和通に対し、「車社会からの解放」と「自然との
対話」による「人間性の回復」を目的とした恒久歩行者専用道路化の構想が打
ち出され、12日間の社会実験を経たのち，1972（昭和47）年6月1日に日本初
の恒久歩行者専用道路が『平和通買物公園』として開設された。
　これによって旭川駅から平和通買物公園、７条緑道を経て常磐公園に至る
緑の歩行者ネットワークが形成され、都心部の賑わいの創出に大きく貢献した。
また2002年に完成したリニューアル工事では、ファサード整備による景観の向
上、バリアフリー化、ロードヒーティングなどが行われると共に、遊具等の整
理によるフリースペースの拡大が図られたことから、多くのイベントが開催
されるようになり、旭川市民だけではなく観光客も訪れる空間となっている。

わが国初の恒久的歩行者専用道路

都心部に緑のネットワークが形成された

中央に直線の緊急車道を配置し、街路樹による美しいビスタが形成された

概　要
名　　称 平和通買物公園

所 在 地 旭川市宮下通～８条通７・８丁目

管 理 者 旭川市

種 別 等 市道 平和通歩行者専用道路、都市計画道路 平和通

規 　 模 約1km、幅員20m

「彫刻のまち」らしく、ゆかりの彫刻家の作品が点在する

1972（昭和 47）年（2002（平成 14）年全面リニューアル）
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日本初の恒久的な歩行者専用道路
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